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(57)【要約】
【課題】情報処理装置の省電力機能が動作した状態であ
っても、外部機器が情報処理装置に接続された場合に、
ＵＳＢ給電機能を有効にする旨をユーザに通知すること
により、給電機能をより確実に活用するとともに、充電
作業の操作手続および時間を削減することができる情報
処理装置を提供する。
【解決手段】電力を供給する電源部と、オペレーティン
グシステムが起動していない状態においても、電子機器
に対して前記電源部から電力の供給を行う給電機能を有
するインタフェースと、前記インタフェースへの前記電
子機器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、前記
電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部により
前記電子機器に電力を供給する旨を報知する報知部と、
前記電子機器が検出された場合に、前記電源部により前
記電子機器へ電力を供給させる電源制御部と、を備える
。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力を供給する電源部と、
　オペレーティングシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電
源部から電力の供給を行う給電機能を有するインタフェースと、
　前記インタフェースへの前記電子機器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、
　前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器に電力を供給
する旨を報知する報知部と、
　前記電子機器が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器へ電力を供給させる
電源制御手部と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記給電機能を有さないインタフェースと、
　前記電子機器検出部により、前記電子機器が前記給電機能を有するインタフェースまた
は前記給電機能を有さないインタフェースのいずれかに接続されたことが検出された場合
に、前記電子機器が接続された前記インタフェースが、前記給電機能を有するか否かを判
断するインタフェース判断部と、
をさらに有し、
　前記報知部は、接続された前記インタフェースが前記給電機能を有さないと判断された
場合に、前記電子機器に電力を供給することができない旨を報知すること、
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記電子機器検出部は、前記電子機器が蓄電可能か否かも判断し、
　前記報知部は、前記電子機器検出部により接続された前記電子機器が蓄電可能であると
判断された場合に、前記電子機器に電力を供給する旨を報知すること、
をさらに特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記報知部は、前記給電機能を有するインタフェースに接続されている前記電子機器が
接続解除された場合に、前記給電機能を無効にする旨を報知し、
　前記電源制御部は、前記給電機能を有するインタフェースに接続されている前記電子機
器が接続解除された場合に、前記電子機器への電力の供給を停止すること、
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　表示部、
をさらに備え、
　前記報知部は、前記表示部に表示することにより報知すること、
を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　接続された電子機器に対して電力の供給を行う給電機能を有するインタフェースを備え
た情報処理装置において、オペレーティングシステムを起動していない省電力モードの状
態で、
　前記電子機器が前記インタフェースに接続された場合に、
　前記電子機器に電力を供給する旨を報知すること、
　を特徴とする情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接続された電子機器に対して電力の供給を行う給電機能を有するインタフェ
ースを備えた情報処理装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、情報処理装置とのＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）接続に
より充電する機能を有するＵＳＢデバイスなどの外部機器が普及している。また、情報処
理装置については、ユーザが一定時間キーボード等を操作しなかった場合に、省電力の観
点から自動的に電源をオフする省電力機能を備えるものが普及している。
【０００３】
　ここで、情報処理装置が外部機器に充電を行っている状態で、省電力機能が動作した場
合には、充電が停止されてしまうこととなる。一方、情報処理装置自体はユーザに使用さ
れていない場合にも、充電だけのために起動状態を維持しなければならないとすると、無
駄な電力を消費することとなる。
【０００４】
　そこで、情報処理装置の電源をオフにした後であっても、或いは、情報処理装置の省電
力機能が動作した状態であっても、情報処理装置に接続された外部機器に対してＵＳＢ（
Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）（登録商標）等のバス電力を用いて給電す
る給電機能を備えた情報処理装置が提供されている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－５３７４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の方法では、ポートにＵＳＢデバイスを挿入した後、ユーザが自ら
設定ユーティリティを呼び出して、ＵＳＢ給電機能の有効、無効の切り替えを行う必要が
あったため、充電接続・解除の作業に時間と手間がかかっていた。
【０００７】
　また、ＵＳＢ給電機能が正常に動作していることを確認するには、ユーティリティを呼
び出す必要があったため、確認作業にも手間がかかっていた。
【０００８】
　さらに、給電可能でないポートが併設されている場合には、間違えてＵＳＢ給電可能で
ないポートにＵＳＢデバイスを挿した時であっても、何ら通知がされない。そのため、Ｕ
ＳＢデバイスの充電がされていないことにユーザが気付かず、時間が経過してＵＳＢデバ
イスをポートから抜き出しても結果としてＵＳＢデバイスの充電がされていない、という
事態が生じ得る。
【０００９】
　このように、従来の方法では、ＵＳＢデバイスをＵＳＢポートに接続しただけでは、充
電機能を確実に活用することができず、充電開始までの操作が煩雑であるとともに、操作
のための時間もかかるという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、外部機器が情報処理装置に接続された
場合に、ＵＳＢ給電機能を有効にする旨をユーザに通知することにより、給電機能をより
確実に活用するとともに、充電作業の操作手続および時間を削減することができる情報処
理装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、電力を供給する電源部と、
オペレーティングシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電源
部から電力の供給を行う給電機能を有するインタフェースと、前記インタフェースへの前
記電子機器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、前記電子機器の接続が検出された
場合に、前記電源部により前記電子機器に電力を供給する旨を報知する報知部と、前記電
子機器が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器へ電力を供給させる電源制御
部と、を備えることを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、外部機器が情報処理装置に接続された場合に、ＵＳＢ給電機能を有効
にする旨をユーザに通知することにより、給電機能をより確実に活用するとともに、充電
作業の操作手続および時間を削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる情報処理装置の最良な実施の形態を詳細
に説明する。
【００１４】
　図１は、本実施の形態にかかる情報処理装置１の外観を示すブロック図である。図１に
示す情報処理装置１は、ノートブック型のパーソナルコンピュータであり、コンピュータ
本体３と、コンピュータ本体３に対して開閉自在のディスプレイユニット５とを備えてい
る。
【００１５】
　ディスプレイユニット５には、ＴＦＴ－ＬＣＤ（Thin　Film　Transistor　Liquid　Cr
ystal　Display）ディスプレイ（以下、ディスプレイという。）１４が組み込まれている
。ディスプレイ１４の表示画面はディスプレイユニット５のほぼ中央に位置している。デ
ィスプレイ１４は情報処理装置１のディスプレイモニタとして使用され、動画、静止画、
文字、図形などが表示される。
【００１６】
　ディスプレイユニット５は、コンピュータ本体３に対して開放位置と閉塞位置との間を
回動自在に取り付けられている。コンピュータ本体３は、薄い箱形の筐体を有しており、
その上面にはキーボード２、電源スイッチ１１、タッチパッド１３が配置されている。
【００１７】
　キーボード２は、複数の入力キーを有し、その入力キーを指でたたく入力操作が行われ
、その入力操作によって後述するエンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩ
Ｃ（ＥＣ／ＫＢＣ）８０にデータを入力する入力操作手段である。
【００１８】
　電源スイッチ１１は、情報処理装置１の電源を投入するパワーオンの押下操作（起動操
作）および電源を遮断するパワーオフの押下操作が行われ、起動操作手段としての機能を
有している。
【００１９】
　また、コンピュータ本体３の側面には、ＵＳＢポート１５a、１５bと、ＤＶＤメディア
を出し入れするためのスロット１９が設けられている。ここで、ＵＳＢポート１５aは、
後述するＵＳＢ給電機能を有するＵＳＢポートであり、ＵＳＢポート１５bは、ＵＳＢ給
電機能を有さないＵＳＢポートである。
【００２０】
　なお、詳細については後述するが、電子機器１７が、充電可能なバッテリを有するデバ
イスである場合には、ＵＳＢポート１５bに挿入され、ポインティングデバイス８のよう
に充電可能なバッテリを有さないデバイスである場合には、ＵＳＢポート１５aにも、１
５bにも挿入されるものとして、以後の説明をする。
【００２１】
　図２は、情報処理装置１が備える構成品（ハードウェア）を主体としたシステム構成例
を示す図である。以下、情報処理装置１の細部の構成を説明する。
【００２２】
　図２に示すように、情報処理装置１は、各種ソフトウェアを実行するＣＰＵ３５、ＣＰ
Ｕ３５が実行するソフトウェアやデータを一時的に記憶する主メモリ４０、ハードウェア
制御のためのプログラムであるＢＩＯＳ（Basic Input Output System）が記憶されるＢ
ＩＯＳ－ＲＯＭ４５、ソフトウェアやデータを記憶するＨＤＤ５０、ディスプレイ１４に
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表示する各種情報や画像の表示制御を行うグラフィックコントローラ６０を備え、これら
の各構成品は、内部バス９０に接続されている。
【００２３】
　ＨＤＤ５０は、アプリケーションソフトウェア５０１と、データ５０２と、ＯＳ（Ｏｐ
ｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）５０３とを備える。これらの各構成および機能について
は、電源部２５の細部構成を説明した上で、詳述する。
【００２４】
　また、情報処理装置１は、内部バス９０上のデータとシリアルのＵＳＢ信号とを相互に
変換すると共にバス電力制御信号を生成するＵＳＢコントローラ７０、ＵＳＢコントロー
ラ７０や他の構成品に電力を供給するとともにＵＳＢコネクタ１５a、１５bを介してバス
電力を供給する電源部２５を備えている。ＵＳＢコントローラ７０および電源部２５は、
それぞれ内部バス９０に接続されている。
【００２５】
　この他、電源スイッチ１１，キーボード２，ポインティングデバイス８からの信号を変
換し、内部バス９０に接続するキーボードコントローラ８０を備えている。
【００２６】
　情報処理装置１には、ＵＳＢコネクタ１５aや１５bを介して電子機器１７ａおよび電子
機器１７ｂが接続される。ここで、ＵＳＢコネクタ１５aと１５bの違いを説明する。ＵＳ
Ｂコネクタ１５aは、省電力時におけるＵＳＢ給電機能（以下、ＵＳＢ給電機能という。
）を有するＵＳＢコネクタであり、ＵＳＢコネクタ１５bは、ＵＳＢ給電機能を有さない
ＵＳＢコネクタである。
【００２７】
　ＵＳＢ給電機能とは、情報処理装置１が非稼動にされた状態で、外部の電子機器１７a
にバス電力の供給を行う機能のことである。ここで、電子機器１７aと、非稼動について
説明する。
【００２８】
　まず、電子機器１７aは、充電可能なバッテリを内蔵している電子機器として分類され
たものである。本実施例では、電子機器の種類として、電子機器が充電可能なバッテリを
内蔵している電子機器を分類Ａに属する電子機器１７aに、充電可能なバッテリを内蔵し
ていない電子機器を分類Ｂに属する電子機器１７bに分類する。
【００２９】
　分類Ａとしては、例えば、携帯電話や、音楽再生デバイスなどがあり、これらは充電可
能なバッテリを内蔵している電子気機器である。一方、分類Ｂとしては、例えば、ＵＳＢ
ハブや、ＨＩＤ（Ｈｕｍａｎ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｄｅｖｉｃｅ）であるマウスやキー
ボード、プリンタ、ＵＳＢカメラ、オーディオデバイスなどがあり、これらはバッテリを
内蔵していない電子機器である。
【００３０】
　次に、情報処理装置１を稼動させる方法と、非稼動にする（オフする）方法について説
明する。まず、情報処理装置１を稼働させる方法には種々の方法がある。最も一般的な方
法は、情報処理装置本体３の電源スイッチ１１（図１参照）をユーザが押下して情報処理
装置１を稼働させるものである。
【００３１】
　具体的には、ユーザが電源スイッチ１１を押下することにより、電源部２５に稼動指示
の信号が送信され、電源部２５は、この制御信号を受けて電力分配スイッチをオンにして
情報処理装置１の各構成品に電力を供給する。
【００３２】
　この他、例えば予め設定した時刻になると稼働指示の信号を発生させたり、電気通信回
線を介して外部からの指令によって稼働指示の信号を発生させたりすることによって情報
処理装置１を稼働させることも可能である。
【００３３】
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　次に、情報処理装置１を非稼働にする（オフする）方法について説明する。ここで、非
稼動とは、コンピュータが、シャットダウン、省電力モード（スタンバイモード）等によ
り、ＯＳが起動していない状態のことである。
【００３４】
　シャットダウンにより非稼動にするには、例えば、ＯＳ起動中にシャットダウンウィン
ドウを開き、「シャットダウン」の表示をクリックすることによって非稼働を指示する方
法が多く行われている。クリックによる非稼働指示によって、ＯＳの支配の下で必要なデ
ータをＨＤＤに保存するなどの所定の停止シーケンスが進む。
【００３５】
　省電力モード（スタンバイモード）による非稼動については、シャットダウンと同様に
、ウィンドウを開き「スタンバイモード」等の表示をクリックすることにより非稼動を指
定する方法がある。また、ユーザによるキーボード操作が一定時間なされなかった場合に
、自動的に省電力モードに切り替える設定による方法もある。
【００３６】
　図２に示した情報処理装置１の実施形態では、２つのＵＳＢコネクタ１５aと、１５bと
を備えた形態としているが、ＵＳＢコネクタ１５の数は２つに限定されない。１つであっ
ても良いし３つ以上であっても良い。また、ＵＳＢインタフェース（ＵＳＢコントローラ
７０およびＵＳＢコネクタ１５）に代えて、ＩＥＥＥ１３９４インタフェース（ＩＥＥＥ
１３９４コントローラおよびＩＥＥＥ１３９４コネクタ：図示せず）であってもよい。さ
らに、ＵＳＢインタフェースおよびＩＥＥＥ１３９４インタフェースの双方を備えた形態
でもよい。あるいは、ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ規格に基づくパワー・オーバー・イーサー
ネット（Powerover　Ethernet（登録商標））であってもよい。
【００３７】
　この他、情報処理装置１の備えるインタフェースが、信号とバス電力とを単一のコネク
タで伝送できる方式のインタフェースであれば本発明のひとつの実施形態となりうる。
【００３８】
　図３は、電源部２５の細部構成を示す図である。電源部２５は、充電可能なバッテリ２
５１、電圧検出回路２５２、充電／切換回路２５３、電源コントローラ２５４などを備え
る。
【００３９】
　充電／切換回路２５３は、外部電源の有無を検出する電圧検出回路２５２、外部電源２
２の接続の有無に応じて外部電源２２とバッテリ２５１の電源の切り換えや、外部電源２
２からの電力でバッテリ２５１の充電を行う。
【００４０】
　電源コントローラ２５４は、内部バス９０に接続され、電源制御信号を入力し電源部２
５の制御を行うと共に、外部電源２２接続有無等の電源情報を内部バス９０へ出力する。
【００４１】
　バス電力スイッチ２５６は、電源コントローラ２５４からの制御信号を受けてＵＳＢコ
ントローラ７０やその他の構成品に供給する電力をオン、オフして分配する電力分配スイ
ッチ２５５、ＵＳＢコントローラ７０からの制御を受けてＵＳＢのバス電力のオン、オフ
を行う。
【００４２】
　以下、バッテリ２５１からの電源部２５への電力供給について説明する。
【００４３】
　電源部２５は、外部電源２２から電力が供給される。外部電源２２としては、例えばＡ
Ｃアダプタ等によって商用電源（１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ）から直流電源に変換したも
のが用いられる。この他、商用電源を直接電源部２５へ供給し、電源部２５の内部で交流
から直流へ変換する形態であっても良い。
【００４４】
　電源部２５は、充電可能なバッテリ２５１、例えばリチウムイオン電池やニッケル水素
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電池等を備えた形態であって良い。充電可能なバッテリ２５１を内蔵している形態では、
外部電源検出部２３により外部電源２２が検出されなかった場合は、バッテリ２５１の電
力が情報処理装置１の各構成品に供給される。
【００４５】
　一方、外部電源検出部２３により外部電源２２が検出された場合は、外部電源２２の電
力の方が優先されて情報処理装置１の各構成品に供給される。また、バッテリ２５１の電
力が低下した場合には、外部電源２２からバッテリ２５１に対して充電される。
【００４６】
　電源部２５は、外部電源２２或いはバッテリ２５１からの電力を、情報処理装置１の各
構成品に適合した電圧、例えば５Ｖや３．３Ｖに変換した後に各構成品に電力を分配する
。電力の分配は、構成品毎あるいは、複数の構成品をグループ化してグループ毎に電源の
オンおよびオフが可能な電力分配スイッチ２５５を介して行われる。
【００４７】
　次に、図２および図３を参照して、情報処理装置１の電源制御に関する細部動作を説明
する。
【００４８】
　情報処理装置１に外部電源２２が接続されている場合には、外部電源２２からの電力は
図３に示したように電源部２５の充電／切換回路２５３を介してバッテリ２５１を充電す
る。この際、充電／切換回路２５３が備える過充電防止機能等によって、バッテリ２５１
が既に十分に充電されている場合にはバッテリ２５１に対する充電は行わない。
【００４９】
　外部電源２２の接続の有無は、例えば電圧検出回路２５２によって検出される電圧が所
定の閾値を超えたか否かで判断される。外部電源２２の接続がある場合は、充電／切換回
路２５３の出力には外部電源２２からの電力が優先的に切り換えられて出力される。
【００５０】
　一方、外部電源２２が接続されていない場合には、バッテリ２５１の電力が充電／切換
回路２５３から出力される。
【００５１】
　充電／切換回路２５３から出力される電力は、情報処理装置１の稼働／非稼働の状態に
かかわらず、電源部２５の電力分配スイッチ２５５、バス電力スイッチ２５６、電源コン
トローラ２５４およびキーボードコントローラ８０に供給される。
【００５２】
　情報処理装置１が非稼働の状態において、ユーザが電源スイッチ１１を押下するとこの
信号はキーボードコントローラ８０を介して電源部２５の電源コントローラ２５４に伝え
られる。
【００５３】
　電源コントローラ２５４では、電源スイッチ１１の押下信号を情報処理装置１の稼働指
示の信号として認識し、電力分配スイッチ２５５に対して総てのスイッチを閉じて情報処
理装置１の各構成品へ電力を供給するように指示する。
【００５４】
　情報処理装置１の各構成品に電源が供給されると、まず最初に、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ４５
に記憶されているＢＩＯＳが起動され、その後ＨＤＤ５０に記憶されているＯＳ５０３が
起動される。
【００５５】
　ＯＳ５０３の起動が完了すると、例えばユーザからの適宜の指定によって、各種アプリ
ケーションソフトウェア５０１を起動させることが可能となる。
【００５６】
　ＢＩＯＳ－ＲＯＭ４５内のＢＩＯＳには、電源制御モジュール５０４、外部電源検出モ
ジュール５０５が含まれ、ＯＳ５０３には、電子機器検出モジュール５０６が含まれ、ア
プリケーションソフトウェア５０１には種別判断モジュール５０７が含まれる。
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【００５７】
　電源制御モジュール５０４は、情報処理装置１の各構成品に対する電力供給の制御やＵ
ＳＢコネクタ１５を介したバス電力の供給制御を行う。
【００５８】
　外部電源検出モジュール５０５は、電源部２５の電圧検出回路２５２からの情報を基に
外部電源２２の接続の有無をモニタし、外部電源２２が接続されているときは接続の有無
を示すフラグを適宜メモリに記憶する。
【００５９】
　電子機器検出モジュール５０６は、ＵＳＢコントローラ７０からの情報を基に外部の電
子機器１７の接続の有無をモニタし、電子機器１７が接続されているときは接続の有無を
示すフラグを適宜メモリに記憶する。
【００６０】
　さらに、種別判断モジュール５０７は、ＵＳＢコントローラ７０からの情報を基に、接
続されている電子機器１７の種別を判断し、電子機器１７が分類Ａに属する電子機器１７
ａか、或いは分類Ｂに属する電子機器１７ｂかを識別し、分類或いは種別を示すフラグを
適宜メモリに記憶する。
【００６１】
　情報処理装置１が稼働している状態では、ＵＳＢコントローラ７０にも電力が供給され
ている。ＵＳＢコントローラ７０は、内部バス９０上の信号とＵＳＢ信号（ＵＳＢコネク
タ１５を介して接続されている外部の電子機器１７との通信信号）との相互の変換を行う
。また、ＵＳＢコネクタ１５a、１５bから外部の電子機器１７a、１７bへ供給されるバス
電力のオン・オフに関する制御を行う。
【００６２】
　例えば、ＵＳＢコントローラ７０は、初期状態として総てのバス電力をオンとするよう
にバス電力の供給を制御する。この制御は、ＵＳＢコントローラ７０から制御信号（バス
電力制御信号Ａ，Ｂ）を電源部２５のバス電力スイッチ２５６（図３参照）へ伝送するこ
とによって行われる。
【００６３】
　バス電力スイッチ２５６では、外部電源２２或いはバッテリ２５１からの電力を所定の
電圧、例えば５Ｖに変換した後、バス電力制御信号Ａ，Ｂに従ってオン・オフされるスイ
ッチを介して各ＵＳＢコネクタ１５a，１５ｂにバス電力Ａ，Ｂとして供給する。
【００６４】
　情報処理装置１が稼動状態の場合には、外部の電子機器Ａ１７ａ、電子機器Ｂ１７ｂの
双方に対してバス電力が供給される。しかし、情報処理装置１が、非稼動の状態の場合に
は、ＵＳＢコネクタ１５aを介して外部機器１７aだけにバス電力Ａを供給する。
【００６５】
　情報処理装置１が稼働中にあっては、ＯＳが備える電源制御モジュール５０４、外部電
源検出モジュール５０５、電子機器検出モジュール５０６、種別判断モジュール５０７等
の各ソフトウェアモジュールは常時（或いは適宜の時間間隔で）動作している。
【００６６】
　従って、情報処理装置１の稼働中に外部電源２２が取り外された場合や、電子機器Ａ１
７ａ、電子機器Ｂ１７ｂの種別が変更されたり取り外されたりした場合であってもこれら
の状態の変化を識別することができる。
【００６７】
　この結果、外部電源２２の接続の有無、外部の電子機器１７の接続の有無或いはその種
別を示すフラグは、外部電源検出モジュール５０５、電子機器検出モジュール５０６、種
別判断モジュール５０７の動作によって常に最新の状態に更新されている。
【００６８】
　情報処理装置１が稼働中においては、通常電源制御モジュール５０４は、ＵＳＢコネク
タ１５を介してバス電力を供給するように制御している。
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【００６９】
　この際、外部電源２２が接続されていない場合は、情報処理装置１が稼働中であっても
バス電力の供給を停止するように制御する実施形態であっても良い。情報処理装置１の備
えるバッテリ２５１の電力容量によっては、外部の電子機器１７へのバス電力の供給より
も、情報処理装置１内部の情報処理を優先させる必要がある場合もあるからである。
【００７０】
　情報処理装置１に対して、シャットダウンの操作や、サスペンド等によって非稼働指示
が発せられると、ＢＩＯＳが備える電源制御モジュール５０４は、外部電源２２の接続の
有無、外部の電子機器１７の接続の有無或いはその種別を示すフラグを参照に行く。
【００７１】
　電源制御モジュール５０４は、フラグを参照した結果外部電源２２が接続されており、
かつ外部に電子機器１７が接続されている場合には、情報処理装置１が非稼働となっても
ＵＳＢコントローラ７０に対する電源の供給を維持するように電源部２５の電源コントロ
ーラ２５４に対して指示する。併せて、電源制御モジュール５０４は、情報処理装置１が
非稼働となってもバス電力の供給を維持するようにＵＳＢコントローラ７０に対して指示
する。
【００７２】
　ＵＳＢコントローラ７０は、バス電力供給維持の指示を受けて、非稼働後も電源部２５
のバス電力スイッチ２５６のオンを継続するように、バス電力制御信号Ａ，Ｂを設定する
。この際、接続されている電子機器１７の種別を参照して、電子機器１７が分類Ａに属す
る場合は該当する電子機器１７ａへのバス電力の供給を維持し、電子機器１７が分類Ｂに
属する場合は該当する電子機器１７ｂへのバス電力の供給を停止するように制御しても良
い。
【００７３】
　なお、電源制御モジュール５０４は、シャットダウンの操作（情報処理装置１の電源オ
フ操作）に基づいて非稼働指示が発せられた場合には、図３の電力分配スイッチ２５５に
例示したようにＵＳＢコントローラ７０を除いた他の構成品への電源供給を停止すればよ
い。
【００７４】
　一方、サスペンド等の省電力機能に基づいて非稼働指示が発せられた場合には、ＵＳＢ
コントローラ７０の他、所定の構成品、例えば主メモリ４０への電力供給を維持し、これ
らを除いた他の構成品への電力供給を停止すればよい。
【００７５】
　次に、図４を参照して、情報処理装置１の基本動作、特に電源制御に関する基本動作に
ついて説明する。図４は、情報処理装置１の機能ブロック図である。
【００７６】
　本図に示すように、情報処理装置１は、外部電源検出部２３と、電子機器検出部２４と
、電源制御部２６と、インタフェース２７と、種別判断部２８と、省電力部２９と、報知
部３０と、インタフェース判断部３１と、情報処理部２１と、表示制御部３２と、入力制
御部３３と、を備えている。これら各部の有する機能は、ハードウェア、ソフトウェアい
ずれによって実現しても良く、また、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせによって
実現しても良い。
【００７７】
　情報処理部２１は、ディスプレイ１４（図２参照）に各種情報を表示する指示を送信す
る表示制御部３２と、ユーザによる、キーボード２（図１参照）や、ＵＳＢマウス８（図
１参照）などからの操作入力を受け付ける入力制御部３３とを備えている。
【００７８】
　なお、情報処理部２１は、ＢＩＯＳやＯＳの一部および各種アプリケーションソフトウ
ェアによる情報処理を含むものである。
【００７９】
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　インタフェース２７は、電子機器１７を情報処理装置１と接続し、電子機器１７との間
で、信号の授受と電力の供給を単一のコネクタで行うＵＳＢ等である。
【００８０】
　ここで、信号には、外部の電子機器１７の種別や、接続されたＵＳＢコネクタの識別信
号などが含まれる。
【００８１】
　ＵＳＢ等のインタフェース２７は、いわゆるホットプラグ機能を備えており、ＯＳ起動
後に外部の電子機器１７がインタフェース２７に接続された場合でも、電子機器１７の接
続の有無や電子機器１７の種別およびその分類を認識することができる。
【００８２】
　インタフェース判断部３１は、ＵＳＢ等のインタフェース２７、情報処理部２１を介し
て受信した信号から、ＵＳＢコネクタに電子機器１７が接続されていることを認識する。
接続を認識すると、受信した信号から、ＵＳＢコネクタの種類を識別する。
【００８３】
　電子機器検出部２４は、ＵＳＢ等のインタフェース２７、情報処理部２１を介して外部
に電子機器１７が接続されていることを認識する。情報処理部２１と外部の電子機器１７
とはＵＳＢ等が備えるシリアルバスを介して信号の授受を行っており、この信号によって
外部の電子機器１７の接続の有無を認識可能である。
【００８４】
　種別判断部２８は、信号に含まれる電子機器１７の種別信号に基づいて、外部の電子機
器１７の種別を判断し、分類するものである。なお、分類は、図２で説明したとおり、充
電可能なバッテリを内蔵している電子機器は分類Ａに、バッテリを内蔵していない電子機
器は分類Ｂに分類する。
【００８５】
　分類Ａに属する電子機器１７aがＵＳＢコネクタ１５aに挿入されると、インタフェース
２７を介してバス電力が供給される。このバス電力によって分類Ａに属する電子機器１７
aが内蔵するバッテリは充電される。
【００８６】
　少なくとも情報処理装置１が稼働中は充電が継続する。なお、接続される電子機器１７
aの種類にも依存するが、一般的にはバッテリの充電と並行して電子機器１７aをバス電力
で動作させることも可能である。
【００８７】
　電子機器検出部２４や種別判断部２８は、電子機器１７の接続の有無や電子機器１７の
分類や電子機器１７が接続されたＵＳＢポートの種類を示すフラグを適宜メモリに記憶し
ておく。
【００８８】
　報知部３０は、シリアルバスを介して授受された信号から、接続された外部の電子機器
１７が種別判断部２８により分類Ａに分類され、かつ、接続されたＵＳＢコネクタが、Ｕ
ＳＢ給電機能を有するコネクタである１５aである場合には、ＵＳＢ給電機能を有効にす
る旨のポップアップ表示指示を表示制御部３２に送信する。
【００８９】
　表示制御部３２は、報知部３０から受信したＵＳＢ給電機能を有効にする旨のポップア
ップをディスプレイ１４（図２参照）に表示する。
【００９０】
　入力制御部３３は、表示制御部３２により表示されたポップアップに対して、キーボー
ド２（図２参照）や、ポインティングデバイス８（図２参照）により、ユーザからの実行
の入力を受け付けると、実行指示を電源制御部２６に送信する。
【００９１】
　電源制御部２６は、入力制御部３３から、ＵＳＢ給電機能を有効にする実行指示を受信
すると、電源部２５に対してＵＳＢ給電機能の制御を行う。ＵＳＢ給電機能の制御を含め
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、以下、電源制御部２６の一連の処理を説明する。
【００９２】
　外部電源検出部２３は、外部電源２２の接続の有無を検出する。外部電源２２の接続の
有無の検出は、例えば外部電源２２から供給される電源電圧と所定の閾値とを比較するこ
とによって可能である。外部電源検出部２３は、外部電源２２の接続が検出されたときは
、外部電源２２の接続有りを示すフラグを適宜のメモリに記憶しておく。
【００９３】
　電源制御部２６は、電源部２５に対する種々の制御を行う。例えば、情報処理装置１の
稼動指示や、非稼動指示や、ＵＳＢ給電機能を有効にする指示を電源部２５に送信する。
【００９４】
　まず、情報処理装置１を稼動させる制御については、電源制御部２６は、電源部２５に
より、情報処理装置１の各構成品に電力を供給する。これにより、例えば、ＢＩＯＳ－Ｒ
ＯＭ４５からＢＩＯＳ（Basic　Input/Output　System）が読み出され、さらに例えばＨ
ＤＤ（Hard　Disk　Drive）に記憶されているＯＳ（Operating　System）が順次起動され
ていく。
【００９５】
　ＯＳが起動された後は、文書作成や表計算ソフトウェア等の各種アプリケーションソフ
トウェアを起動させることによって、各種情報処理を実行させることが可能となる。
【００９６】
　ＯＳが起動されると、情報処理装置１に接続された外部の電子機器１７とインタフェー
ス２７を介して信号の授受を行うことが可能となる。
【００９７】
　次に、情報処理装置１を非稼動にする制御について説明する。電源制御部２６からは、
電源部２５に対して情報処理装置１の各構成品に供給する電力をオフするための制御信号
を送る。
【００９８】
　電源部２５では、この制御信号に基づいて、各構成品へ電力を供給している電力分配ス
イッチ２５５をオフする。電力分配スイッチ２５５（図３参照）は、各構成品毎或いは複
数の構成品をグループ化したグループ毎にオフすることが可能である。
【００９９】
　ここで、本実施形態にかかる情報処理装置１が提供するＵＳＢ給電機能を説明する。Ｕ
ＳＢ給電機能とは、情報処理装置１が非稼動にされた状態で、外部の電子機器１７aにバ
ス電力の供給を行う機能のことである。以下、電源制御部２６によるＵＳＢ給電機能の動
作を説明する。
【０１００】
　情報処理装置１は、電子機器検出部２４が外部の電子機器１７の接続の有無をフラグに
記憶させるものとしている。電源制御部２６は、非稼働指示を受けた後にこのフラグを参
照し、外部の電子機器１７が接続されている場合には、電源部２５に対して、外部の電子
機器１７に対するバス電力の供給を維持しつつその他の構成品の電力供給をオフするよう
に制御する。
【０１０１】
　具体的には、例えばインタフェース２７を構成するＵＳＢコントローラ７０（図２参照
）の電力供給は維持しつつ、それ以外の電力供給をオフするように電力分配スイッチ２５
５のスイッチを設定する。
【０１０２】
　情報処理装置１のこのような電源制御によって、外部の電子機器１７が接続されている
場合には、情報処理装置１が非稼働となっても電子機器１７にバス電力を供給し続けるこ
とが可能となる。
【０１０３】
　外部の電子機器１７を接続するコネクタとして、情報処理装置１には、ＵＳＢ給電機能
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を有するＵＳＢコネクタ１５aと、ＵＳＢ給電機能を有さないＵＳＢコネクタ１５bとがあ
る。
【０１０４】
　すなわち、ＵＳＢコネクタ１５aは、情報処理装置１が非稼動状態にあっても、ＵＳＢ
給電機能を備えるバス電力Ａ（図２参照）により外部の電子機器１７aに電力を供給する
ことが可能である。
【０１０５】
　一方、ＵＳＢコネクタ１５bは、バス電力Ｂ（図２参照）により電力が供給されるが、
バス電力ＢはＵＳＢ給電機能を備えないため、情報処理装置１が非稼動状態である場合に
は、電力を供給することができない。
【０１０６】
　ここで、従来は、情報処理装置１がＵＳＢコネクタを複数有する場合には、外部の電子
機器１７が接続されたＵＳＢコネクタがＵＳＢ給電機能を有するか否かについては、ユー
ザが、逐次確認する必要があった。
【０１０７】
　このため、ユーザが誤ってＵＳＢ給電機能を有さないＵＳＢコネクタに外部の電子機器
１７を接続した場合であって、接続したＵＳＢコネクタがＵＳＢ給電機能を有するか否か
を確認しなかった場合には、次にユーザが外部の電子機器１７の充電状態を確認するまで
気付かない事態が生じていた。
【０１０８】
　これに対して、本実施の形態にかかる情報処理装置１は、報知部３０により、接続され
たＵＳＢコネクタがＵＳＢ給電機能を有さない場合には、その旨をポップアップ通知する
ことにより、かかる事態を解消することができる。
【０１０９】
　本実施形態にかかる情報処理装置１が提供するポップアップ通知機能について以下説明
する。ここで、ポップアップ通知とは、外部の電子機器１７が給電機能を有するＵＳＢコ
ネクタ１５aに挿入された場合に、ＵＳＢ給電機能を有効にする旨の通知である。
【０１１０】
　なお、情報処理装置１に接続される電子機器１７には、分類Ｂに属す電子機器１７も含
まれる。分類Ｂの電子機器１７は、マウスやスキャナのように充電を必要としない電子機
器１７であり、情報処理装置１が非稼働となると同時に供給しているバス電力がオフとな
っても支障のないものである。
【０１１１】
　情報処理装置１に接続されている電子機器１７が総て分類Ｂに属する場合、情報処理装
置１が非稼働となった後にもインタフェース２７からバス電力を供給してもメリットが無
い。情報処理装置１の非稼働後にもバス電力の供給を維持することは、インタフェース２
７が備えるＵＳＢコントローラ７０に不要な電力を供給することになる。
【０１１２】
　このような不要な電力の消費を回避するため、種別判断部２８において接続されている
電子機器１７の種別を判別し、たとえ電子機器１７が接続されていても、総ての電子機器
１７が分類Ｂに属する場合には、情報処理装置１の非稼働と同時にＵＳＢコントローラ７
０への電力供給を停止しバス電力の供給をオフする形態が好ましい。
【０１１３】
　この結果、不要な消費電力を排除することができ、情報処理装置１の省電力が可能とな
る。
【０１１４】
　また、本実施形態では、情報処理装置１が非稼働となった後にもバス電力を供給するた
めの条件として、電子機器１７の接続の有無の他に、外部電源２２が接続されていること
を条件としている。
【０１１５】
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　また、外部電源検出部２３によって外部電源２２が接続されていないことが検出された
場合には、情報処理装置１が稼働中であっても外部の電子機器１７に対するバス電力の供
給を停止する形態としてもよい。バス電力の供給の停止によって、バッテリ２５１の電力
消費を抑制することが可能となる。
【０１１６】
　ところで、今日の情報処理装置、特にノート型パーソナルコンピュータ等の携帯用情報
処理装置の多くは、サスペンド或いはハイバネーションといった省電力機能を備えている
。サスペンドやハイバネーション等の省電力機能は、情報処理装置１の省電力の観点から
は非常に有用であるが、情報処理装置１に携帯電話等の電子機器１７を接続して充電する
場合を考えると、省電力機能が自動的に働くことで、充電がその時点で停止してしまうと
なると、不都合である。
【０１１７】
　また、サスペンドやハイバネーション等の省電力機能の設定を解除して外部機器の充電
を優先させるとなると、充電完了後にこれらの省電力機能を再度設定する等の操作が必要
になり、ユーザの利便性が損なわれる。
【０１１８】
　そこで、情報処理装置１がこれらの省電力機能を実現する省電力部２９を備えている場
合においては、省電力部２９から電源制御部２６に対して出力される省電力のための電源
制御指示を、シャットダウン時の非稼働指示と同様に扱う形態としている。
【０１１９】
　この結果、サスペンドやハイバネーション等の省電力状態においてほぼ総ての構成品へ
の電力供給がオフされたとしても、インタフェース２７を介してのバス電力の供給を維持
することが可能なり、省電力状態においても携帯電話等の電子機器１７へ充電を継続する
ことができる。
【０１２０】
　図５は、ＵＳＢポートで充電可能なデバイスが情報処理装置１に接続された際に、ユー
ザにＵＳＢ給電機能を有効にする通知を行った上で、ＵＳＢ給電機能を有効にする手順を
示すフローチャートである。
【０１２１】
　まず、電子機器検出部２４は、インタフェース２７を介して授受した信号から、ＵＳＢ
ポートに接続された外部の電子機器１７を検出する（ステップＳ４００）。
【０１２２】
　次に、インタフェース判断部３１は、インタフェース２７を介して、外部の電子機器１
７が接続されたＵＳＢポートがＵＳＢ給電可能なポートであるか否かを判断する（ステッ
プ４０１）。
【０１２３】
　ここで、電子機器が接続されたＵＳＢポートがＵＳＢコネクタ１５aであれば、ＵＳＢ
給電機能を有しているので、給電可能なＵＳＢポートであると判断し（ステップＳ４０１
：Ｙｅｓ）、ＵＳＢコネクタ１５bであれば、ＵＳＢ給電機能を有していないので、給電
可能でないＵＳＢポートであると判断する（ステップＳ４０１：Ｎｏ）。
【０１２４】
　種別判断部２８は、ＵＳＢポートに接続されたＵＳＢデバイスが、ＵＳＢ給電可能なデ
バイスであるか否かを判断する（ステップＳ４０２）。具体的には、シリアルバスを解し
て授受された信号に含まれる種別信号に基づいて、バッテリを内蔵している電子機器であ
って分類Ａに属するか否かを判断する。
【０１２５】
　ここで、ＵＳＢポートに接続されたデバイスが、電子機器Ａ（図３参照）であれば、電
子機器Ａは、バッテリを有するので、バッテリが検出され、給電可能なデバイスであると
判断される（ステップＳ４０２：Ｙｅｓ）。一方、電子機器Ｂであれば、バッテリを有さ
ないので、バッテリは検出されず、給電可能なデバイスでないと判断される（ステップＳ
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４０２：Ｎｏ）。
【０１２６】
　ステップＳ４０２で、接続されたＵＳＢデバイスがＵＳＢ給電可能でないと判断された
場合には（ステップＳ４０２：Ｙｅｓ）、報知部３０は、表示装置４１に、「ＵＳＢ給電
を有効にしますか？」というポップアップ通知を行う（ステップＳ４０５）。
【０１２７】
　図６は、デバイス挿入時のポップアップの一例を示す図である。報知部３０からの指示
により、表示制御部３２は、図６に示すように、「ＵＳＢ給電をサポートするＵＳＢポー
トに、ＵＳＢデバイスが挿入されました。ＵＳＢ給電機能を有効にしますか？」という表
示をディスプレイ１４に表示する。
【０１２８】
　一方、ステップＳ４０１に戻り、接続されたＵＳＢポートがＵＳＢ給電可能なＵＳＢポ
ートでないと判断された場合（ステップＳ４０１：Ｎｏ）には、種別判断部２８は、接続
されたＵＳＢデバイスが、給電可能なデバイスであるか否かを判断する（ステップＳ４０
３）。
【０１２９】
　種別判断部２８が、給電可能なデバイスであると判断した場合には（ステップＳ４０３
：Ｙｅｓ）、報知部３０は、ディスプレイ１４に、「ＵＳＢ給電不可能なポートです。」
というポップアップ通知を行う（ステップＳ４０４）。
【０１３０】
　図７は、デバイス挿入時のポップアップの一例を示す図である。報知部３０からの指示
により、表示制御部３２は、図７に示すように、「デバイスが挿入されたＵＳＢポートは
、ＵＳＢ給電をサポートしていません。」という表示をディスプレイ１４に表示する。
【０１３１】
　ステップＳ４０５に戻り、入力制御手段３１は、報知部３０により通知されたポップア
ップに対して、ユーザにより「はい（Ｙ）」（図６参照）のボタンの押下を受け付ける（
ステップＳ４０６：Ｙｅｓ）。
【０１３２】
　入力制御手段３１が、「はい（Ｙ）」のボタンの押下を受け付けた場合には（ステップ
Ｓ４０６：Ｙｅｓ）、電源制御部２６は、ＵＳＢ給電機能を有効にし、電源部２５により
接続された外部の電子機器１７に電力を供給する（ステップＳ４０７）。
【０１３３】
　一方、ステップＳ４０２、ステップＳ４０３に戻り、給電可能なデバイスでなかった場
合（ステップＳ４０２：Ｎｏ、ステップＳ４０３：Ｎｏ）と、ステップＳ４０４に戻り、
ＵＳＢ給電不可能なポートである旨のポップアップが通知された場合（ステップＳ４０４
）、または、ステップＳ４０６で、入力制御部２１が「いいえ（Ｎ）」のボタンの押下を
受け付けた場合（ステップＳ４０６：Ｎｏ）には、電源制御部２６は、ＵＳＢ給電機能を
有効にせず、処理を終了する。
【０１３４】
　以上が、ＵＳＢポートで充電可能なデバイスが情報処理装置１に接続された際に、ユー
ザにＵＳＢ給電機能を有効にする通知を行い、ユーザからの承諾の入力を受け付けた上で
、ＵＳＢ給電機能を有効にする一連の処理である。
【０１３５】
　図８は、ＵＳＢポートで充電されていたデバイスが接続解除された際に、ユーザに給電
機能を無効にする通知を行った上で、ＵＳＢ給電機能を無効にする手順を示すフローチャ
ートである。
【０１３６】
　まず、電子機器検出部２４は、インタフェース２７を介して授受した信号から、ＵＳＢ
ポートに接続された外部の電子機器１７の接続解除を検出する（ステップＳ５００）。
【０１３７】
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　次に、インタフェース判断部３１は、インタフェース２７を介して、外部の電子機器１
７が接続解除されたＵＳＢポートがＵＳＢ給電可能なポートであるか否かを判断する（ス
テップ５０１）。
【０１３８】
　ここで、電子機器が接続されたＵＳＢポートがＵＳＢコネクタ１５aであれば、ＵＳＢ
給電機能を有しているので、給電可能なＵＳＢポートであると判断し（ステップＳ５０１
：Ｙｅｓ）、ＵＳＢコネクタ１５bであれば、ＵＳＢ給電機能を有していないので、給電
可能でないＵＳＢポートであると判断する（ステップＳ５０１：Ｎｏ）。
【０１３９】
　ＵＳＢ給電可能なＵＳＢポートであると判断された場合には（ステップＳ５０１：Ｙｅ
ｓ）、電源制御部２６は、ＵＳＢ給電機能を有効にしているか否かを判断する（ステップ
Ｓ５０２）。
【０１４０】
　ＵＳＢ給電機能を有効にしていると判断された場合には（ステップＳ５０２：Ｙｅｓ）
、報知部３０は、ユーザに「ＵＳＢ給電機能を無効にしますか？」というポップアップを
通知する（ステップＳ５０３）。
【０１４１】
　図９は、ＵＳＢデバイスが接続解除された際のポップアップの一例である。報知部３０
からの指示により、表示制御部３２は、図９に示すように、「ＵＳＢ給電機能が有効にな
っているＵＳＢポートから、ＵＳＢデバイスが抜かれました。ＵＳＢ給電機能を無効にし
ますか？」という表示をディスプレイ１４に表示する。
【０１４２】
　これに対して、電源制御部２６は、ユーザによる「はい（Ｙ）」（図９参照）のボタン
の押下を受け付けたか否かを確認する（ステップＳ５０４）。
【０１４３】
　入力制御手段３１が、「はい（Ｙ）」の押下を受け付けた場合には（ステップＳ５０４
：Ｙｅｓ）、電源制御部２６は、ＵＳＢ給電機能を無効にし、電源部２５は、電力の供給
を停止する（ステップＳ５０５）。
【０１４４】
　一方、ステップＳ５０１に戻り、接続が解除されたＵＳＢポートがＵＳＢ給電可能なポ
ートでなかった場合（ステップＳ５０１：Ｎｏ）と、ステップＳ５０２に戻り、ＵＳＢ給
電機能を有効にしていなかった場合（ステップＳ５０２：Ｎｏ）と、ステップＳ５０４に
戻り、「はい（Ｙ）」のボタンの押下を受け付けなかった場合（ステップＳ５０４：Ｎｏ
）には、電源制御部２６は、制御を行わずに、処理を終了する。
【０１４５】
　このように、本実施の形態にかかる情報処理装置１によれば、デバイスがＵＳＢポート
に接続された場合、または、接続解除された場合に、ＵＳＢ給電機能の有効／無効の切り
替えの確認をユーザに通知することができるので、ＵＳＢ給電機能を有効かつ確実に活用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４６】
【図１】情報処理装置１の外観を示すブロック図である。
【図２】情報処理装置１のシステム構成図である。
【図３】情報処理装置１の電源部の細部構成図である。
【図４】情報処理装置１の機能ブロック図である。
【図５】ＵＳＢ給電機能を有効にする手順を示すフローチャートである。
【図６】ポップアップ表示の一例を示す図である。
【図７】ポップアップ表示の一例を示す図である。
【図８】ＵＳＢ給電機能を無効にする手順を示すフローチャートである。
【図９】ポップアップ表示の一例を示す図である。
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【符号の説明】
【０１４７】
　１　情報処理装置
　２　キーボード
　３　コンピュータ本体
　５　ディスプレイユニット
　８　ポインティングデバイス
　１１　電源スイッチ
　１４　ディスプレイ
　１５a　１５b　ＵＳＢポート
　１７　１７ａ　１７ｂ　電子機器
　２１　情報処理部
　２２　外部電源
　２３　外部電源検出部
　２４　電子機器検出部
　２５　電源部
　２６　電源制御部
　２７　インタフェース
　２８　種別判断部
　２９　省電力部
　３０　報知部
　３１　インタフェース判断部
　３２　表示制御部
　３３　入力制御部
　３５　ＣＰＵ
　４０　主メモリ
　７０　ＵＳＢコントローラ
　２５１　バッテリ
　２５４　電源コントローラ
　２５５　電力分配スイッチ
　２５６　バス電力スイッチ
　５０３　ＯＳ
　５０４　電源制御モジュール
　５０５　外部電源検出モジュール
　５０６　電子機器検出モジュール
　５０７　種別判断モジュール
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月8日(2009.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源部と、
　オペレーティングシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電
源部から電力の供給を行う給電機能を有する第１のインタフェースと、
　前記第１のインタフェースへの前記電子機器の接続の有無を検出する電子機器検出部と
、
　前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器に電力を供給
する旨を報知する報知部と、
　前記電子機器が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器へ電力を供給させる
電源制御手部と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記給電機能を有さない第２のインタフェースと、
　前記電子機器検出部により、前記電子機器が前記第１のインタフェースまたは前記第２
のインタフェースのいずれかに接続されたことが検出された場合に、前記電子機器が接続
された前記インタフェースが、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースと
のどちらのインタフェースであるかを判断するインタフェース判断部と、
をさらに有し、
　前記報知部は、接続された前記インタフェースが前記第２のインタフェースであると判
断された場合に、前記電子機器に電力を供給することができない旨を報知すること、
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記電子機器検出部は、前記電子機器が蓄電可能か否かも判断し、
　前記報知部は、前記電子機器検出部により接続された前記電子機器が蓄電可能であると
判断された場合に、前記電子機器に電力を供給する旨を報知すること、
をさらに特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記報知部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解除さ
れた場合に、前記給電機能を無効にする旨を報知し、
　前記電源制御部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解
除された場合に、前記電子機器への電力の供給を停止すること、
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　表示部、
をさらに備え、
　前記報知部は、前記表示部に表示することにより報知すること、
を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　接続された電子機器に対して電力の供給を行う給電機能を有するインタフェースを備え
た情報処理装置において、オペレーティングシステムを起動していない省電力モードの状
態で、
　前記電子機器が前記インタフェースに接続された場合に、
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　前記電子機器に電力を供給する旨を報知すること、
　を特徴とする情報処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、電源部と、オペレーティン
グシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電源手段により電力
の供給を行う給電機能を有する第１のインタフェースと、前記第１のインタフェースへの
前記電子機器の接続の有無を検出する電子機器検出手段と、前記電子機器の接続が検出さ
れた場合に、前記電源手段により前記電子機器に電力を供給する旨を報知する報知手段と
、前記電子機器が検出された場合に、前記電源手段により前記電子機器へ電力を供給させ
る電源制御手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正書】
【提出日】平成22年1月25日(2010.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源部と、
　オペレーティングシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電
源部から電力の供給を行う給電機能を有する第１のインタフェースと、
　前記給電機能を有さない第２のインタフェースと、
　前記第１のインタフェースまたは前記第２のインタフェースのいずれかへの前記電子機
器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、
　前記１のインタフェースへの前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部によ
り前記電子機器へ電力を供給させる電源制御部と、
　前記電子機器検出部により、前記電子機器が前記第１のインタフェースまたは前記第２
のインタフェースのいずれかに接続されたことが検出された場合に、前記電子機器が接続
された前記インタフェースが、前記第１のインタフェースと前記第２のインタフェースと
のどちらのインタフェースであるかを判断するインタフェース判断部と、
　接続された前記インタフェースが前記第１のインタフェースであると判断された場合に
、前記電源部により前記電子機器に電力が供給される旨を報知し、接続された前記インタ
フェースが前記第２のインタフェースであると判断された場合に、前記電子機器に電力が
供給されない旨を報知する報知部と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記電子機器検出部により接続を検出された前記電子機器が、充電可能か否かを判断す
る種別判断部を備え、
　前記報知部は、前記電子機器が充電可能であると判断された場合に、前記電子機器に電
力が供給される旨を報知すること、
をさらに特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記報知部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解除さ
れた場合に、前記給電機能が無効にされる旨を報知し、
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　前記電源制御部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解
除された場合に、前記電子機器への電力の供給を停止すること、
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　表示部、
をさらに備え、
　前記報知部は、前記表示部に表示することにより報知すること、
を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　電源部と、
　オペレーティングシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電
源部から電力の供給を行う給電機能を有する第１のインタフェースと、
　前記給電機能を有さない第２のインタフェースと、
　前記第１のインタフェースまたは前記第２のインタフェースのいずれかへの前記電子機
器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、
　前記１のインタフェースへの前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部によ
り前記電子機器へ電力を供給させる電源制御部と、
　前記前記第１のインタフェースへの前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源
部により前記電子機器に電力が供給される旨を報知し、前記第２のインタフェースへの前
記電子機器の接続が検出された場合に、前記電子機器に電力が供給されない旨を報知する
報知部と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　前記電子機器検出部により検出された前記電子機器が、充電可能か否かを判断する種別
判断部を備え、
　前記報知部は、前記電子機器が充電可能であると判断された場合に、前記電子機器に電
力が供給される旨を報知すること、
をさらに特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記報知部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解除さ
れた場合に、前記給電機能が無効にされる旨を報知し、
　前記電源制御部は、前記第１のインタフェースに接続されている前記電子機器が接続解
除された場合に、前記電子機器への電力の供給を停止すること、
を特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　表示部、
をさらに備え、
　前記報知部は、前記表示部に表示することにより報知すること、
を特徴とする請求項５～７のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、電源部と、オペレーティン
グシステムが起動していない状態においても、電子機器に対して前記電源部から電力の供
給を行う給電機能を有する第１のインタフェースと、前記給電機能を有さない第２のイン
タフェースと、前記第１のインタフェースまたは前記第２のインタフェースのいずれかへ
の前記電子機器の接続の有無を検出する電子機器検出部と、前記１のインタフェースへの
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前記電子機器の接続が検出された場合に、前記電源部により前記電子機器へ電力を供給さ
せる電源制御部と、前記電子機器検出部により、前記電子機器が前記第１のインタフェー
スまたは前記第２のインタフェースのいずれかに接続されたことが検出された場合に、前
記電子機器が接続された前記インタフェースが、前記第１のインタフェースと前記第２の
インタフェースとのどちらのインタフェースであるかを判断するインタフェース判断部と
、接続された前記インタフェースが前記第１のインタフェースであると判断された場合に
、前記電源部により前記電子機器に電力が供給される旨を報知し、接続された前記インタ
フェースが前記第２のインタフェースであると判断された場合に、前記電子機器に電力が
供給されない旨を報知する報知部と、を備えたことを特徴とする。
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